
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

A453

2004 年 10 月 の 東ア ジ ア 域にお ける熱帯低気圧 の 発生総観場

　　　　　（高解像度全球大気モ デ ル シ ミュ レー シ ョ ン）

　　　　　　　　　　　　　
de
吉岡真由美 1 ・栗原宜夫 2

1．東京大 学 海洋研 究所 外来研 究 員（JAMSTEC ） 2．地球 環境 フ ロ ン テ ィ ア 研 究 セ ン ター

1． は じめ に

2004 年 10 月は、台風 の 発生域で あ る フ ィ リ ピ ン東

海上 付 近 を は じめ と す る 西 太 平 洋 域 で 海 面 水 温

（SST）が 気候 値 と比 べ
、 特 に高 温 で な か っ た に も関

わ らず、発 生 し た熱帯低気圧 は非常 に 強 く発達 し た

台風 とな っ た 。 そ の う ち の 3 個は 、 強 い 勢力 を保 ち 、

例年 の 10 月 の 台風進路 とは 異な り、 日本列島 を通

過 も しくはか すめ る 8月 9 月 の ような経路を取 っ た 。

本研究で は、AFES を用い た全球 大気 シ ミュ レ
ー

シ

ョ ン で の結果 を用 い 、再現 され た 2004 年 10 月中旬

の 熱帯低気圧（台風）の 初期発生 ・発達 した環境場に

注 目 して調 べ た結果 を報告する 。

塞
モ デ ル に は 全 球 大 気 ス ベ ク トル モ デ ル AFES
ver ．　1．22 を用 い た 。

　 AFES は CCSR ／NIES 　 AGCM
5．4．02 を参考に地 球シ ミュ レ

ー
タ上 で 高速 ・高解像

度 で の 実験 を想定 して最適化され た大気大循環ス ペ

ク トル モ デ ル で あ る 。 初期値 と し て 、 大気デ ータ は

気象庁 GPV の 2004 年 10 月 8 日 00Z を用 い 、　SST
は気象庁 の MGDSST （日平均値 空間解像度 0．5 度）

を用 い た。積雲対流過 程 に は Emanuel ス キ
ー

ム を

用 い た。こ の 条 件 で 、モ デ ル 解像 度 T639L96（赤 道

解像度 20km）の シ ミュ レーシ ョ ン を行 っ た 。 初期値

GPV か ら数時間で ス ピ ン ア ヅ プされ て い た 。 得 られ

た結果 か ら台風の 発生 発達の 場 とな っ た西太平洋域

に注 目 して解析 を行 っ た 。

噬
全 積分期 間は 8 日間 で、西 太平洋域に積分期 間中 3
個 の 熱帯低気圧性擾乱が 検出 され た 。 こ の うち 、 積

分初期の 1 日目か ら四国沖に見られ る強い 低気圧性

擾乱が TO422 に相当する台風 と み られ る 。 初期の

GPV の 条件 に 強 く依存 して 再 現され た も の と考え

られ 、そ の 後発生す る他 の 台風 よ り中心気圧 もは っ

き りとかな り低 くな っ て い た 。 こ の 後、フ ィ リ ピ ン

東海域 で低 気圧 性擾乱 が 形成され る様子 が捉え られ

た 。 流線関数 で み る と 、 す で に TO423 が発生 する 地

域 の 東南東付近 に ピーク を持 つ 大 きな低気圧性循環

の 元 となる もの が見受 け られ、こ れ が徐々 に西進 し

なが ら台風 TO423 の 発生域 まで達する の が とらえ

られ た 。 またこ の 後、TO424 と見 られる定期圧性循

環の 元 の ような流線関数の 極大が TO423 の 東側に

み られ た 。 積分期間中を通 して 、 海面気圧 自体は 十

分な低下を見なか っ たが 、 発生初期の 様相は捕 らえ

られ た 。

大 規模 場 で見 る と、こ の 時期 の北太 平洋 上 の 小笠原

高気圧 が非常に強 く存在 し、それ に沿 っ て高気圧 に

伴 う東風 が、また、モ ン ス
ーン トラ フ をは さんで、

それ ぞれ の 台風発生域に南西風 の 吹 き込 みが存在 し

て い る の が わか る 。

先行する 報 告（吉岡 他 ： 日本気象学会 2004 年秋季

大会 ，
C364 ）で は 、台風発生時の 低 気圧 性循環 を示 し

だ す時刻 に 発生 域南側 で 下 層（σ ＝O．85）に 南よ りの

強 い 西風が発生さ せ 、か つ 、発達期に 上空の 風 の 場

に下層の 台風 中心 の 移動速度 とほ ぼ同 じ速さ で 同じ

方向に動 く場が維持され て い る こ とが重 要で あ る こ

とを示 した 。 今回の シ ミュ レーシ ョ ン で も下層か ら

渦が発 生 して い る こ とが分 っ て い る 。

講 演 では シ ミュ レ
ー

シ ョ ン で得 られ た TO423 お よ

び TO424 の 発生 発達 した時期 の 総観場 の 特徴に つ

い て 調 べ た結果を報告する予定 で ある 。

盤
こ の シ ミユ レーシ ョ ン は地球 シ ミュ レータセ ン ター

及 び地 球 フ ロ ン テ ィ ア 研 究 シ ス テ ム 共 同 の AFES ワ

ー
キ ン グチ

ー
ム に よ り行わ れ た 。
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図 1： 10 月 09 日 00Z（積分 開始後 1 日 目）の 西太平洋

域下層（σ
＝O．85）の 流線関数
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